
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

山口市家庭教育支援チーム 

 （呼称：山口カベリ） 

 URL：https://y-bambini.com/ 

 

②活動拠点 
山口市立湯田中学校・山口市湯田地域交流センター・子育て支援交流広場

ちゃ☆ちゃ☆ちゃ 

③活動範囲 山口市立湯田中学校・小学校・山口市内全域 等 

④組織体制 

 

  ２５ 人 

家庭教育アドバイザー養成講座修了者、地域協育ネットコーディネーター、

地域子育て支援員、地域子育て支援士、地域子育て支援コーディネータ

ー、利用者支援専門員、大学教授、教師、元教師、保育者、保健師、看護

師、保護者（未就園児・幼保認定こども園･小学中学高校生）、大学生、母

子推進員、地域の人生経験豊かな高齢者（60歳～）、助産師、EQ指導者、

子育てコンソーシアムを組んだ企業、地域の農・畜産・山海関係者、専門

学校学生 

 

⑤活動開始年度 2016 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

山口市教育委員会社会教育課 

（TEL）083-934-2865   （E-mail）s-kyoiku@city.yamaguchi.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

その他（                          ） 

https://y-bambini.com/


②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

○ライフデザインセミナー・学校内子育てひろば多世代交流学校内子育て

ひろば 

湯田中学校、山口大学教育学部附属山口中学校、山口高校、山口大学

にて実施。Ｒ８年度より「鴻南中学校ひろば」の運営・コーディネート・伴走支

援・準備を下記のとおり実施予定である。 

＜鴻南中学校ひろば開設と運営準備＞ 

３月６日（月）昼休み 13 時 15 分～35 分まで CS ルームにて「プレひろば」

を開設する。その後、中学校が中核となり、CS ルームに開設されたひろば

で地域の人々と中学生や乳幼児親子がふれあい交流できる多世代交流の

場を毎月 1 回程度から始める。 

３月２日（月）より、当家庭教育支援チーム「山口カベリ」と運営会議を重

ねながら令和８年度の夏休み前後に開設予定。開設以降も、山口カベリが

中心になって伴走支援的に運営コーディネートを実施するが、ゆくゆくは生

徒会や PTA、学校が中心になって運営できるような仕組みを作る。 

〇放課後子どもの居場所づくり・放課後地域多世代交流体験ひろば（あそ

びの森 maru) 

 Ｒ８年度より子ども地域おこし隊（湯田地域）の準備に携わる予定。 

〇保護者同士の子育て仲間づくり・交流（放課後児童クラブ保護者 cafe） 

〇学校がしんどいお子さんを持つ親のおしゃべり cafe 

〇不登校傾向の子どもたちの「地域フューチャーroom」のコーディネート（推

進）と運営準備 

商店街の街づくり team と協働して商店街の中にある放課後児童クラブの

利用がない午前中を居場所として利用できないか検討中。 

〇企業（積水ハウス・美容業界＜やまぐち理美容協会・ＹＩＣ・美容組合＞・山

村海畜産農業関係者等）と子育てコンソーシアムを組んでの家庭教育支

援チームとの連携事業の実施・運営 

〇ともいく・休み方改革事業との連携 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・地域のみなさんや保護者が気軽に立ち寄りかかわり合える世代を越えた

交流の場となっている。子育ての悩みや相談も自然に話し合え、その場が

地域の居場所として子育てや家庭教育を支え合える場、地域と子育て家庭

が繋がる場となり、学校と地域連携の仕組み作りが図れている。 

・地域の居場所を学校内や地域交流センターに設置することで、大人も子ど

ももみんなが育ち、育て合い、学び合える関係性が自然に生まれ、地域のも

の・こと・人・環境や資源を有効に取り入れた体験活動を継続して実践して

いくことで、地域の中の子育て家庭への見守りのまなざしがさらに増えてき



ている。多様な地域の主体や団体また、組織、大学や企業などと協働や子

育てコンソーシアムを組むことで、家庭教育支援活動への主体的な参加者

やより多くの協力体制が地域の中で形成されてきている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （NPO 法人） 

 




